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直
心
会
関
東
教
区
連
合
会
常
任
委
員　

石 

井　

宣 

江

妊
婦
面
談
を
通
し
て
思
う
こ
と

　

私
は
市
役
所
で
出
産
前
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
説
明
を
主
に
、
妊
婦
と
面
談

す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
育
児
休
業
中
の
保
健
師
代
用
で
、
パ
ー
ト
の
お

ば
ち
ゃ
ん
で
す
。
そ
こ
で
は
、
私
が
臨
床
に
い
た
40
年
前
と
は
お
産
が
随
分

と
様
変
わ
り
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　

以
前
の
高
齢
初
産
は
30
歳
以
上
だ
っ
た
の
が
、
今
、
40
歳
過
ぎ
て
の
初
産

は
普
通
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
若
年
妊
婦
は
高
校
生
以
下
だ
っ
た
の
が
22
～

23
歳
で
も
若
年
妊
婦
で
、
妊
娠
届
け
の
職
業
欄
に
主
婦
と
書
か
れ
て
い
る
の

は
あ
ま
り
み
か
け
ま
せ
ん
。

　

産
後
、
保
育
園
に
子
供
を
預
け
て
仕
事
に
戻
る
の
が
当
た
り
前
で
、
出
産

で
仕
事
を
辞
め
る
と
い
っ
た
人
は
こ
の
１
年
で
１
人
だ
け
で
し
た
。
今
、
子

育
て
し
て
い
る
お
母
さ
ん
に
、
専
業
主
婦
を
し
て
い
る
人
は
珍
し
い
で
す
。

　

今
年
、
直
心
会
発
会
か
ら
40
年
経た

ち
ま
し
た
。
女
性
の
生
活
圏
は
家
庭
か

ら
職
場
に
移
り
、
高
齢
化
の
た
め
も
あ
り
ま
す
が
、
以
前
で
き
て
い
た
本
部

や
主
会
の
直
心
会
ご
奉
仕
の
人
集
め
に
近
年
苦
心
す
る
原
因
と
考
え
ま
す
。

実
際
、
瀬
織
津
姫
や
聖
地
献
労
な
ど
の
ご
奉
仕
も
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
通
り

の
こ
と
は
出
来
に
く
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
大
本
の
組
織
に
は
年
齢
・
性
別

で
四
部
会
（
誠
心
会
・
直
心
会
・
青
松
会
・
青
年
部
）
が
あ
り
ま
す
が
、
縦

割
り
組
織
別
ご
奉
仕
で
は
な
い
新
し
い
形
の
ご
奉
仕
の
在
り
方
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
具
体
案
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
…
。

　

今
、
子
育
て
し
て
い
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
平
均
年
齢
は
上
が
り
、

慢
性
疾
患
を
抱
え
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
子
ど
も
の
こ

と
を
大
切
に
思
っ
て
い
ま
す
。
初
産
の
妊
婦
面
談
の
半
数
は
夫
が
同
席
し
、

乳
幼
児
健
診
に
お
父
さ
ん
が
一
人
で
子
ど
も
を
連
れ
て
く
る
こ
と
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
の
働
き
に
も
、
こ
の
人
が
や
る
も
の
だ
と
い
う
も
の
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
誰
が
や
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
皆
が
協
力
す
る
、
皆
が
で
き
る
、

そ
れ
が
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
。



み
手
代
下
付
１
０
０
周
年
記
念

　

７
月
の
東
光
苑
月
次
祭
は
７
月
９
日
午

前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
加
藤
道
明

祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
、
２
２
０
人

が
参
拝
し
た
＝
写
真
①
。
祭
員
は
東
京
主

会
が
、
伶
人
は
二
絃
の
会
関
東
支
部
、
大

本
神
諭
拝
読
は
中
島
浩
山
梨
主
会
長
が
担

当
。
東
光
庵
で
は
、
添
釜
が
か
け
ら
れ
、

千
葉
主
会
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
後
、
参
拝
者
は
、
大
型
モ
ニ
タ
ー

を
通
し
て
、
教
主
さ
ま
に
ご
面
会
を
賜
っ

た
。
そ
の
後
、「
み
手
代
下
付
１
０
０
周

年
記
念
『
東
光
苑
宣
伝
使
・
信
徒
の
集
い
』」

を
開
催
。
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー

長
が
開
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
そ
の
後
、

「
み
手
代
の
権
威
と
宣
伝
使
の
使
命
～
救

い
の
神
器
の
活
用
を
」
と
題
し
て
鈴
木
林

太
郎
亀
岡
宣
教
セ
ン
タ
ー
愛
善
宣
教
部
長

が
講
話
＝
写
真
左
。
体
験
発
表
「
宣
伝
使
・

信
徒
と
し
て
の
使
命
」
で
は
、
群
馬
主
会

の
朝
倉
剛
太
郎
氏
が
「
信
仰
の
継
承
」
に

つ
い
て
、茨
城
主
会
の
椿
リ
ツ
さ
ん
が
「
家

庭
内
宣
教
」
に
つ
い
て
、
松
田
行
彦
元
大

本
本
部
長
が
「
宣
教
体
験
談
」
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
＝
写
真
②
。
そ
の
後
、

藤
本
和
治
大
本
イ
ン
テ
ル
ナ
ツ
ィ
ー
ア
所

長
の
特
別

映
像
「
南

米
宣
教
と

み
手
代
お

取
次
ぎ
」

を
視
聴
＝

写
真
③
。

最
後
に
西

山
桂
一
郎

愛
善
宣
教

課
長
が
閉

会
あ
い
さ

つ
。

●　離任あいさつ

前東京宣教センター愛善宣教課兼総務管理課員　山
やま

田
だ

　豊
ゆたか

６月 26日をもちまして亀岡宣教
センター勤務を拝命いたしました。
2年 2ヶ月と短い期間ではござい

ましたが、関東教区、東北教区の
皆さまには新任の私を温かく迎え
ていただき、またご指導ご鞭撻賜
り誠にありがとうございました。
東京本部での経験を糧に、気持ちを新たに、ご

神業ご奉仕に精進させていただきたく思います。
今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

自
己
を
見
つ
め
る
集
い
（
鎮
魂
と
浄
書
）

　
「
自
己
を
見
つ
め
る
集
い
（
鎮
魂
と
浄
書
）」
は
６
月

25
日
、
東
京
本
部
を
会
場
に
開
催
さ
れ
一
般
を
含
む
15

人
が
参
加
し
た
。
受
講
者
は
、
は
じ
め
に
鎮
魂
の
説
明

を
う
け
『
信
仰
覚
書
』
に
よ
る
鎮
魂
、
続
い
て
浄
書
の

説
明
後
『
大
本
神
諭
』
の
浄
書
を
実
践
し
た
。

『大本神諭』の浄書『大本神諭』の浄書

『信仰覚書』による鎮魂『信仰覚書』による鎮魂

  

９９
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

　　
1010
日
（
日
（
日日
）
午
前

）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
月
次
祭

東
光
苑
月
次
祭

長
寿
感
謝
祭
・
交
通
安
全
祈
願
祭

長
寿
感
謝
祭
・
交
通
安
全
祈
願
祭

秋
季
合
同
慰
霊
祭

秋
季
合
同
慰
霊
祭

関
東
大
震
災
百
年
犠
牲
者
慰
霊
祭

関
東
大
震
災
百
年
犠
牲
者
慰
霊
祭

　　
1111
日
（
月
）
午
後

日
（
月
）
午
後
77
時
〜
時
〜

全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
祭

全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
祭

　　

1616
日
〜
日
〜
1818
日
（
土
〜
月
）

日
（
土
〜
月
）

Ｅ
Ｐ
А
創
立
１
０
０
周
年
記
念

Ｅ
Ｐ
А
創
立
１
０
０
周
年
記
念

聖
地
・
天
恩
郷
参
拝
ツ
ア
ー

聖
地
・
天
恩
郷
参
拝
ツ
ア
ー

　　
2222
日
〜
日
〜
2424
日
（
金
〜

日
（
金
〜
日日
））

東
光
苑
大
道
場
修
行

東
光
苑
大
道
場
修
行

　　

2323
日
（
土
）
午
前

日
（
土
）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

三
代
教
主
毎
年
祭
（

三
代
教
主
毎
年
祭
（
3333
年
）
年
）

　　
2525
日
（
月
）

日
（
月
）  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

  

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

（
配
信
）

　

講
題

　

講
題    

大
本
三
代
教
主
と
竹
田
別
院

大
本
三
代
教
主
と
竹
田
別
院

　
　
　

　
　
　

    

〜
信
仰
生
活
と
芸
術
〜

〜
信
仰
生
活
と
芸
術
〜

　

講
師

　

講
師    

田
辺
謙
二

田
辺
謙
二
（
教
学
研
鑚
所
主
幹
）

（
教
学
研
鑚
所
主
幹
）

大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

　｢ 信仰即芸術即生活 ｣ を掲げ、その

教風を長年にわたり培ってきた大本三

代教主・出口直日。その大事な教風が

生まれるひとつの原点となった場所が

大本竹田別院。そこで何があったのか、

史実をもとにたどってみたい。

　　講師：田辺謙二講師：田辺謙二（教学研鑚所主幹）（教学研鑚所主幹）

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
９９⺼⺼ 2525 日（月）日（月）19：00 〜19：00 〜

大本三代教主と竹田別院大本三代教主と竹田別院
〜信仰生活と芸術〜〜信仰生活と芸術〜

宣
伝
使
・
信
徒
の
集
い
を
開
催

　

ま
た
、
２
階
講
座
室
で
は
、
企
画
展

「
宣
伝
使
の
御
用
～
救
い
の
祈
り
と
そ

の
形
～
」
を
開
催
＝
写
真
④
⑤
。
聖
師

さ
ま
・
歴
代
教
主
さ
ま
ご
下
付
の
み

手
代
、
宣
伝
使
帽
、
宣
伝
使
服
、
聖
師

さ
ま
命
の
宣
伝
使
辞
令
、
四
代
教
主
さ

ま
・
教
主
さ
ま
お
手
織
り
の
み
手
代

袋
、
み
手
代
歌
碑
の
拓
本
、
宣
伝
使
に

関
連
し
た
短
冊
、
宣
伝
使
服
の
聖
師
さ

ま
の
写
真
パ
ネ
ル
、
宣
伝
使
に
関
連
し

た
お
示
し
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
。

　

ま
た
１
階
ロ
ビ
ー
で
は
、
七
夕
行

事
、
東
京
連
合
会
直
心
会
バ
ザ
ー
、
第

50
回
南
米
本
部
夏
期
学
級
へ
の
送
り

出
し
梅
干
し
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
た
。

①

②

③

④

⑤


